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1963年琉球・石垣島生まれ。 石垣島，南大東島，与那国島，沖縄島にて育つ。 那覇高校，
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において専門調査員として勤務。東海大学海洋学部准教授を経て，現在，龍谷大学経済学部教
授。 2007年「NPO法人ゆいまーる琉球の自治」を立ち上げ代表になり，2013年「琉球民族独立
総合研究学会」の設立メンバーとして共同代表に就任。
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洋書房，2015年がある。




